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主
張
が
鎭
濟
現
象
わ
容
觀
的
認
識
か
ら
必
然
的

」

に
生
じ
を
政.策
的
要
求
で
あ
つ
た
事
と
普
し
：

5

對

，照

を

な

ず

も

ぬ

，
で

あ

：
る

？

，
：

. 

、

が
'
て̂
彼
は
貿
易
政
策
：の
：目
的
を
非
纖
濟
的
目
的
と
經
濟
的
目
的
と
に

®
別
し
力
論
じ
る0
:
:
經
濟
的
目
的
と
し
て
は
從
艰
生
産
力
の
：
 

發
展
、
：
富
の
糟

加
"
：

經

濟

的

幸

幅P
槽
進
等
が
云
は
れ
て'居
る
が
、
：
.之
等
は
結
局W
民
的
收
入
0
猶
對
的
增
加
：な
る
*

實
に
歸
着
す
を 

と
云
ふ
。V更
に

此

の

滑

加

レ

た

社

會

的

生

産

物

の

各

個

人

べ

の

分

配

置

が

間

題

と

：な
る

t

從0

て
此
の
1ユ
者
が
®

濟
的
目
的
の
基
準

，
次
に
彼
は
許
多
あ‘.

i??:
從
來
の
'
,由
賈
易
諭
ぐ
保
護
貿
易
諭
の
殆
ん
ど
總
て
を
持
來

< ：v

て
之
を
說
明
し
、
：更

に

關

採

.の
影
響
を
論
じ
る 

事

に

依

ヴ

て

そ

の

政

策

的

效

嚴

を

味

ず

る

の

で

あ

ぷ

。

そ
れ
は
ま
由
競
爭
の
組
織
の

‘場
合
の
み
な
ら
す"
0獨
占
組
織
の
下
に
於
け
る 

影
響
を
も
諭
じ>
:ダ
.グ
ゼ
ン
グ
の
間
題
に
：

#
で

及

ぶ

.。
，
‘

.
:
’
，：

 

.

.

.

ン

，：一

べ

’
,
.:

：へ：：：

ン

"ブ.：：‘：
... て

：；

デ

.
’
.
.

e

 :T: 

發
後
に
彼
は
貿
易
政
策
手
段
の
.
.具
體
的
技
術
を
說
明
す.る
。.：
其
處
で
は
關
税
法
：の
內
容
及
び
適
用
の
形
式
、
通
商
條
約
が
主
と
し
て 

論

ぜ

ち

れ

居

る0
,
:
而
し
‘て
最
近
保
謹
貿
易
の
，爲
め
の
；具
體
的
技
術
は
著
し
く
發
達

..i

た
0
:そ
れ
は
量
的
に
稽
加
レ
た
の
み
な
ら
す
質 

的
に
も
變
化
レ
、
：
輸
入
割
當
制
度
、
：，

.爲
替
管
理
制
度
い

：

爲
替
淸
算
制
度.ぐ
：
輸
出
入
獨

SI

等
々
新
し
'い

政

策

手

段

が

次

々

，
に

顯

.S

れ

た
。
'
, 

ハ
リ
ベ
ラ
ー
自
身i

版
序
文
に
於
て
云
べ
る
如
ふ

V
I

九
H
三
年
：に
出
版
さ
れ
た
本
書
に
於
て
之
等

S

間
題
に
觸
れ
ら
れ

P

居
な
，い 

，の
は
止
む
を
得
な
い
事
や
あ
ら
ぅ

。

-
:
:
,
:

本
誉
の
內
容
'は
大
體
以
お
の
如
く
で
あ
る
。
一
本
書
の
特
色
を一
言
に
し
て
云
/
ば
理
論
的
者
察
の
：豊
富
な
事
に0,

•き
：̂

♦尙
ほ
を
.の 

企

圆

す

る

所

は

，、

.：.
統
學
派
潮
流
に
於
け
る
從
來
，の
譲
理
論
を
整
理
じ
、
更
に一

般
為
衡
原
理
を
て
之
を
體
系
付
け
.：る
事
で
あ
り
、
.
. 

そ
の
點
で
學
ぶ
べ
き
多
く
の
も
の
を
見
出
す
？
從
つ
て
貿
易
理
論
研
究
家
に
と
つ
てI

讀
に
慣
す
る
書
と
し
て
敢
へ
て
此
處
に
紹
介
す 

る
次
第
で
あ
る
？ 

- 
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V
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w
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T
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‘

t i l

本

登

;a
.
\

ド
ン
金
融
市
場
は
英
國
に
於
け
る
金
融
の
.中

心

で

あ

る

と

同

時

に

、
其
の
盤
備
さ
仏
た
組
：織
，並
；び
に
世
：取
め

☆
け
る
莱
風
ゆ
-終 

濟

的

優

艦

に

依.ず

過

お
！
.

®紀
に
宜
レ#
界
大
膨
に
■

を
族
世
探
最
大
れ

S

您

融

市

場

れ

形

成

し

、
、
更

ま

後

に

於

ホ

を

か

國 

一一'ん
i
 

3

1グ
金
融'市

場

：の
：飛
躍
的
進
出
に
も
抛
ら
す
尙
一
一
チ
ー

ョ
！

ク
と
：共
に
世
據
金
，卿

ザ

ね

地

の

r

お
'
る

地：：̂
一
を
保
辣
し；.て

ゐ
‘ 

る
0
,
'而

し

て

此

の

a

ン
.ド
.

.
S

金

融

商#
の
：稱

を

爲

す

も

の

：は

1
1
^
:

弗
の
割
引
市
場
で
あ
‘盖
レ
著
者
に
ょ

.か
め
：̂
^̂
^̂
^̂
^

國
際
时
金
融
中
心
地
レ
て
絶
越
ど
黯
る
所
ル
の

.も
の
；
^
其
の
廣
門
化
を
仏
た
.軸
引
一
敷
に
；負
ふ
所
先

'ホ

か

じ〈

度

：ホ®

；

0̂

じ

デ 

ら

同
金
融
市#
の
"使

踏

性

は

國

際

敝

部

面

に

§

ル
ネ
；ぐ.勤g

的
に
^
*
5
^
$
5
^
:

の

他

の

如

倾

な

融

中

術
.
比̂
"レ
て
r
.族

み

臭
t
も 

る

金

融

取

の

想

速

に

レ

て

.且

，f
股
信
用
撒
敬
を
擅
亂
す
る

#
か
き
v
>ッ

か

銀

行

：
ぬ
一
紘
制
大
：が

&
る
：事

疋

ポ

泰

霄

化

要

求

を

斷

滑

' 

迅
速
化
充
足
す
る
事
等
ゆ
謝
黯
に
於
て
評
懷
さ
耐

.ま
で「

，，
.

シ

ネ

：ン
市
默
め
；版
の
：國
化
的
優
@

性

も

旅

國

際

的

熟
 

の
f 00

市
場
の‘，特
辣
の
組
織.及
能
#

に
歸
し
得
る

」
(

序

六

寅)

o
斯

く

の

如

く

割

引

市

場

は

ィ

ギ

リ

ス

銀

行

制

虔

の

，！
の
本
質
的
部
分 

形

成
か
さ
に
，
^
拘

ら

ホ

、
跋
の
：幾
展
ぉ
她
り

.咸

ほ

氣

に

も

て

：

故

に

お

：仏
が
躲
ゆ
獨
糖
一
化
風
優
秀
な
瓶
取
を
狼
を

M

 (

お

み 

を

示
‘を
§

す
^
^
?
®
,
:
^
:

は
撒
.
爲̂

を
,
g
,
^
<
^
を

：；
從
づ.：；̂
^
l
は̂
％

ひ
鼓
；面
；に
，；

^
ー
ホ
おg
^
w
:し
た
も
の..と
，.ー
ホ
得f

..蒸

衆

は

朱

r\

七O3£
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ぐ r

(
.
r

セ 

o 六
.

)

'づ
i
.銀
行
.及
貸
幣
上
れ
問®
討
究
を
目
的
と
し
ザ
設
立
さ
.ね
た
.
©タ
.の
委
員
會
©
報
吿
を
調
蜜
と"
斯
く
て
得
た
豊
富
な
資
料
を
.主
と 

.
'
し 

'て
利
用
ず
る0
此
の
'綿
密
な
研
究
ね
於
で
十
九
世
紀
の
1
银̂
及
ぴ
"世
界
大
戰
直
前
か|
^
1
|
る
迄
の
全
期
間
を
通
，じ
て
割
引
市
場
に
生
じ 

た

参

む
®
著
な
事
實
が
指
摘
さ
れ.る
。
て
.

.

, 

■

.リ
實M

ヤ
九
世
紀
の
後
期
一
に
至
る
®
、
ィ

ギ

リ
.ス
後
行
.

M
は
所
謂「

取T
」

银
行
制
度
の
型
を
採
ろ
て
ゐ
た
。
臭
る
地
方
の
金
激
的
需 

耍
が
現
粮
見
以
上
：

^
撒H

に
相
異
ホ
る
時
に
於‘て
、
地
方
化
ざ
れ.た
銀

行

制

度

は

或

る

1

定
型
の
地
方

(

例
へ
.ぱ
農
業
的
地
す

)

の
信 

用
過
剩
と
他
の
型
れ
地
方

(
例

：へ
ば
、

g

業
的
她
方)

の

信

用

不

が

そ

れ

に

狀

っ

ポ

平

均

化

さ

れ

る

，

一:

種
の
中
心
的
プ.
1ル

を

通

て

の 

み
有
効
に
其
の
職
能
を
果

〕
得

た’5;5;

市

場

：̂
斯
か
る

ブ
ー
ル
を
提
供
す
る
ど
！

i
f

に
雨
地
ガ
を
っ
な
ぐ
管
の
’役
を
な
し
た
か
從
'ウ 

>
割̂
^
市
場
が
十
九
此
紀
の.紙
行

組

織

に

於

て

！

の
鍵
的
地
位
を
古
め
て
か
た
と
云
ふ
も
霧
張
で
は
な

.

.
割
引
商
會(the.discount 

house

ふ

及

手

服
：！
：

賈

ル

ん

t
h
e

がill bl^okersy

が
無
か
っ
た
な
ら
銀
行
機
構
の
發
展
は
全
く
則
の

ti

1
ス
ど
採
っ
だ
に
逮
ひ
れ

i
。

其 

れ
相
摩
は
金
嫩
市
場
仏
み
な
ら
す
W
金
銀
行
そ
れ
自
身
の
赴
代
：

S

撒
進
に
多
大
の
影
響
を
與
ぺ
だ
で
あ
ら
ぅ
®
-
斯
く
て
ロ
ン
ド
シ
割
引 

市
#
^
5
;
J

れ
き
氣
の
現
實
の
藤
史
が
本
賞
の

 '1 、

れ
主
題
を
形
成
す
る
と
同
に
、
.次
題
目
が
又
考
察
み
對

.魚
と
な
る(

序

八

貢)

即
ち

!
、
割

引

甫

場

と

一

般

銀

行

組

織

間

の

r

切
の
重
要
な
る
關
係
。

一

1

、
割
か
市
場
の
特
殊
の
發
展
が
ィ
ギ
リ
ス
銀
行
制
度
及
ン
ド
ン
金
融
市
場
の
究
極0

^

•態
に
與
へ
た
寄
與
。

1
、

大1

藏

省

余

融

の一

機
構
と
し
て
の
割
引
市
場
利
用
の
漸
進
的
擴
大
。

1

、
最
初
は
割
引
商
#

の
鼓
哉
者
と
し
て
後
に
は
全
市
場
及
信
用
狀
勢
め
統

P

者
と
し
て
の
英
蘭
銀
行
の
市
場
按
衛
の
漸
次
的
發
展
。 

，摩の
諧
問
題
で
る

q
著
者
は

.之
等
か
題
卧
お
實
際
的
見
地
义
：り

>說
明
せ
ん
：と
努
め
、
，

-章
を
追
づ
て.年
次
的
に
叙
述
す

9̂

ヶ

本
*
の
稱
成
は
九
章
ょ
り
な
り
、
第

！
章
手
形
仲
買
人
の
勃
興
。

第
：！
II

早一 <
,
1
m

年
の
恐
慌
と
其
の
給
果
。
第
三
章
中
央
銀
行
驟

r e

能
の
：發

達

に

次

5

で
，第

四

、
第
五
の
雨
章
に
.於

てI.,

八
四
四
年
.の
.英
蘭
縱
行
特
許
條

例
！：

の
給
采
を
檢
討
し
.、
'第
四
章
に
於
.て
は
英
蘭
銀 

.
行
の
新
割
引
政
策
を
、
第
冗
章
：に

.於V

は一

八
叫
七
年
の
恐
慌
を
指
摘
す
る
。

更
に
第
六
章
寒
蘭
銀
行
と
市
場
：の

.關
係
、
第
七
章
割
引 

會
社
の
孰
與
，
盤
八
章
國
際
的
金
融
市
場
の
發
達
を
述
ベ
て
第
九
章
英
蘭
銀
行
の
道
德
的
優
越
性
：を

.以
：
で

終

る

。
‘
以
，.下

其

の

槪

耍

を

述
 

ベ
る
な
ら
ぱ
、
英
國
に
於
け
る
金
融
'的
媒
介
業
者
の
得
在
は
可
成
り
古
く
に
週
り
得
る
が
先
づ
チ
ュ
ー
ド
ル
，主
朝
以
前
に
見
出
さ

ル
；.！J 

,者
は
取
に
借
手
と
貸
手
を
引
合
は
ず
役
目

.を
な
す
雨
替
業
者

(m6ney-dealel:s)

で
あ
b
其

.
の
中
’
最

も

重

耍

な

る

も

の

，
は

！；

役

瓶

人

に
 

し
て
. 一.
0
の
域
金
誰
！I
I供
給
し
た
所
のi scriveners 
ニ ,

で
あ
つ
た
。

所
で
十
五
、
+
六
：、
十
七
.世

紀

の

社

會

を

通

じ

て

scriveners 

及
'びr

般
会
變
業
者
は
僧
惡
の
目
を
饥
て
見
ら
れ
、
宗
敎
的
、
人
道
的
、
經
博
的
並
び
に
社

#
的
根
據
ょ
り
.攻
擊
せ
ら
，れ
た

b

俳
し
此
の#
 

實
は
逆
說
的
に
同
朋
間
を
通
じ
て
.經
濟
探
に
於
け
る'金
融
業
者
..，の
勢
力
梢
大
を
證
明
す
る
に
外
な
ら

.な

.レ
a
j初
期
の
雨
替
業
者
は
當
時 

:の
經
滴
に
於
て
後
の
手
形
仲
買
人
.に
匹
敵
す
る
職
能
を.果
し
て
ゐ
た
に’も
拘
ら
す
做
ほ
所
謂
手
形
業
者
.で
ば
な
か

‘つ
：た
が
十
七
.世
紀
か 

終
か
迄
に
は.漸
次
に
手
形
金
融.の
業
務
が
其
の
，主
た
る
仕
事
を
形
成
す
る

.に
至
つ
た
。
然

も

尙

ア

ダ

ム

，

ス

ミ

ス
'時
化
以
能
•の
'
♦珍
：
^

,賈
人

は
、
十
九
侃
紀
初
期
の
も
の
.と
は

少

く

と

も

！.

點

に

於

て

異

つ

て

，
ゐ

た

.。
‘
即
.ち4

七
五Ci:

年
饥
翁
に
於
て
は
，
彼
.等
の
虫
た
る
活
動 

.，部
面
ほ
商
人
相
互d
間
に
於
<
 で
あ
れ
、
銀
行
相
宜
間
ま
は
銀
行
家
と
商
人

.間
に
：於
ぢ
て
で
，は
な
：か
：ク

ち

：併
レ
乍
ら
取
れ
る

.スsc
m
e
y

 

s

c

t

f
 

.

ぶ

か

ら

手

形

仲

買

へ

め.移IJ ；：

は

十

八

世

紀

前

半
‘に
.於
て

：
旣

に.奢
：じ
.
.

5

進
妙
が
見
ら
れ
、
：
も
れ
は
地
方
银
行
め
勃
興
.に
ょ
ウ 

;
.て
完
成
さ
れ
た
。
而

し

て

「
H

業
化
の
開
始
及
交
易
の
發
寧
に
.伴
クv̂

,、
：

偕
手
が
優
勢
な
地
方
に
紙
行
が
發
生
し
た
時
に
手
形
仲
賈
人 

'
•
P
®
仕
，ほ
不
可
火
の
も
の
と
な
つ
た
‘

」(

六
貢)

0換
言
す
ル
ぱ
手
形
仲
買
業
は
其
の
初
期
に
於
：て
は
地
方
銀
行
業
と
密
度
に
關
係
あ
さ
游 

:

0
^
$
^
^
地
方
.銀
行

業

の

發

展

は

j

七
九
七
年
の
恐
慌
に
某
く
英
蘭
銀
行
の
：

.：正
貨
ま
拂
停
止
後
に
於
て
f

手
：形

仲

囊

に§

 

.を
與
へ
'
'
I

A

1

0
年
迄
.に
地

龙

銀

に

對

ホ

る

手

形

仲

賈

人

の

代

理

.業
務

は

大5

に
：擴
大
：ざ
れ
た
。
更
に
其
後
：に
を
て
も
地
方
銀
行
及

(TQ
«#參.

I

a
r

Pu

b
CO
8

I

ま

ぎ

五

cl.

七O
七
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六

'
.
'
.
.
'
.
へ

 r 
七
ひ
.ル〕

'
.
.

瓶
^
,
;
^
相

手
^
|ず
，<
>承
形
翁
場
：の
：業

務

：

^
著
し
.：$
稽
か
：を
示0(

 

#
ふ
：#
に
ポ
#
化
0
進
行
及
^

^

伴̂
ふ
ぷ
業
涨
方
。に
於
：

^
.
^
1
行 

業I
普
及U

つ
；̂
で
#
龙
鍵
行
家
^
一
を
形
市
場
を
撒
前
め̂
*
取̂
に
ま
幣
投P

撒

を

ほ

て

ホ

み

か

ら

す

、
-
更
に
貨
嫩
渡
得
の
手
段
リ 

ホ
■
や
に
至
かV
歡

ク

すt

.ル

.

1

.
0
1
■
後
に
於
て
手
瓶
他
を
遊
で

9
#

割
な
が
著
じ
 

<
.重
襄
と
な
'っ
が
タ
:
M
<
^
$ 

「
n-:̂

シ
ン
，

撒
市
場̂
金
融
制
度
に
於

t

も
&
織
的
な
確S

お
る
庫
位
'と
か
.
っ
义
あ
っ
お

」(

三 

.

:

-

バ 

然
を
^
其
間
に
：̂

る
：，お

が̂
て
#

銀
行
側
れ
不
歡
意
な
金
融
に
一
よ
か
制
戰
ざ

S

た
織
大
が
投
機
が
原
因i
な

々

モ一

ぃ
八
ニ
五
银
，
 

0̂

金

繁

能

慈
®

%
れ
-
。̂
割
引
市
場
れ
見

t

よ
か
見
.忠S

の
一i

は
.鎭
找
組
W
上
W
っ

の

主

要

な

變

举

务

ら

し

た
"
即
ち
2
.

)

株

，
 

參

露

行

.ひ
創
設
、
#

 ̂

B
英
蘭
銀
®

店
，

S

誤
立
；"
：

(

ニ 

ロ
'
.ン
ド
ン
：個
人
銀f

よ

る1^

觀

引

ね

停

此

"
み

四

襄

蘭

銀

行

に

よ

る

或

一 

る
熊
の
换
用
等
せ

.あ

.る
。
庇

の

中> 
殺

：

一

當

i

引

市

場
Q
ネ
さ
を
擴
大
す
る
の
給
果
お
生
じ
跨
が
第

H

Sか
の
は
割
引 

雷

：び
形
隙
を
纖
ぜ
し
か
る
事
に
よ
っ
て
、

よ
り
根
本
：

g;,^

影
響
を
與
；
へ
た

(

さ

1

S。

ロ
 

：

V

ド
ン
.の
銀
行
家
が
斯
か
る
手
段
に
出
た 

QT

は
}
貨̂
を
衣
當
に
英

M

行
に
依
存
す
る
事
の
危
險
を
情
っ
た
か
ら
で
あ
一
れ
>
,
そ
こ
で
彼
等
は
從
前
の
如
く
其
の
全
資
金
を
使 

ひ
巢
し
緊
急
の
察
に
其
ぬ
.乎
形
を
再
割
す
る

.事
を
止
め
、
自

ら
多

額

の

，此
貨
準
傭
を
維
持
し
て
手
形
仲
買
人
に
コ

I
.ル
で
貸
出
す
事 

よ
.つ
て
厥
#
時
に
備
へ.る
'事
に
し
た
。
' 

.
斯
く
し
て.手
形
仲
買
人
は
此
の
：
コ
ー
ギ
を
營
業
資
金
と
.し
て
利
用
す
る
事
に
依
つ
て
今
や
自
己 

に
の
‘
W
算
に
就
て
手
形
割
引
を
行
ひ
得
る
事
と
な
り
鼓
に
純
然
た

.る
割
引
業
務
の
發
生
を
見
る
‘に
至
り
、
そ

れ

は
1
A
.ニ
ニ11

年
の
离
利 

制

眼

法
Q
徹
廢
後
に
於
て
翁
る
發
展
ど
見
た
？

^̂
、

 

.
^
^
^
^
^
^ ̂

: 

‘
.

.更
に(

四)

即
ち
英
蘭
銀
行
：®
其
の
：貴
任
及
職
能
に
對
す
る
新
レ
い
態
度
も
亦
銀
行
制
唆
並
び
に
割
引
市
場
の
.發
展
於
て
根
本
的
重 

要
性
を
有
す
る(

七
0
寅)

'。
即
ち
英
蘭
銀
行
に
よ
を
.通
貨ci.

統
制
、
金
利
政
策
或
は
初
步
的
公
開
市
場
政
策
等
め
採
用
を
見
た
の
で
あ
る
し 

が
罰
市
場
と
，：の
關
聯
に
於
て
最
も
注
目
す
づ
き
は
手
形
仲
買
人
に
對
ず
る
#
割

引

の

開

始

で

あ

つ

，
た

P
蓋
し
ロ
ン
ド
ン
個
人
銀
行
か
.

'

も

のfv

1
ル
に
よ
つ.て
營
業
を
續
け
る
手
形
仲
買
人
，は
：緊

急

時

に

n

 

,
1
ル

囘
牧
に
.遭
：つ
：た
場
合
、

〕

英
蘭
銀
行
に
よ
つ
て
の
手
形
W

W
引 

に
よ
つ
て
之
に
處
す
る
を
得
た
の
で
あ
：る
タ
從
つ
て
；此
，の
方
法
：は

.一:

.面
に
於
て
：英
蘭
銀
行.り
厳
制
カ^
:
^
^
;

强
化
し
他
面
割
引
；
1
£場
.の
發
達 

に
大
い
に
資
す
る
所
あ
つ
た
0

' 

上
：&

f
糧
タ
の
變
革
を
網
つV
:口
シ
.ド
ン
：金
融
市
場
は
漸
次
發
展
の
盤
を
迹
ウ

★
の
で
あ
る
：が
、

や
が
て
英
蘭
銀
行
に
よ
る

®
 

貸
統
制
の
不
備
か
ら

. 一

八111.

九
年
；の
金
融
：逼
迫
を
生
じ
、
' 之
は
英
蘭
銀
行
の
地
位.薄
弱
を
暴
露
す
る
事
と
な
つ
；

'て
.、：.

4

八
四
四
年
英
蘭 

銀
行
時
許
條
例
の
制
定
を
見
た
。
此

0
條
例
に
依
つ'て
英
蘭
銀
行
め
獨
占
は.究
極
的
に
確
保
せ.も
れ
：現
代
の
全
能
な.；&
央

銀

行

，
へ
.
の

發 

艇
の
基
礎
が
固
め
ら
れ-た
o 

'
: 

:
: 

. 

.
 

/ 

::

,

.

.
,
:

:

- 

'

'英
蘭
銀
行
，は
斯
く
て
得
た
；自
由
を
直
ち
に
利
用
し
て
以
前
よ
れ

#
略
的
に
商
業
的
業
務
に
就
：て
市
中
銀
行
及
削
：

5

業
者
と
鼓
爭
す
る 

に
至
つ
‘た
0新
®
引
败
策(F

l
l
§

&
s
c
o
u
l
g

 -- 
ガ
o
u
c
y

)

と
禅
せ
：ら
れ
^
^
も

 
の
が
即
ち
之
で’あ
る( 

l 

Q七
®

o然
る 
に
之
：化
基̂

/
J
 ̂

用
の
：濫
用
が
主
因
と
な
つ
：，て
：

一

A

®
七
年
：P
恐
慌
を
惹
起

.J

ン
：.同
i

に
於
て
英
蘭
艱
行
は
割
引
業
務
に
就
す
外
部
市
場
と
め
積
跑
的 

な
鏡
報
を
中
此
し
た6其
後
輕
濟
的
活
動
の
：全
般
的
膨
膝

.が
見
ら
：れ-
•交
為
並
_び
銀
行
業
の
：發
浪
は
手
形
市
場
の
ン1

I,

展
の
.發
達
‘を 

，齋

み
b
を

が

、
聰
ャ.金
發
見
に
よ
つ-て
國
內
及
び
植
民
地
市
揚
に
招
來
さ
れ
た
狂
熱
的
投
機
よ
り
し
て

一

八
五
七
年
の
恐
慌
が
生
じ
た
。 

M
レ

て

其

の

教

濟

策

は

手

形

市

場

の

话

動

を

制

学

る

：に

.在

さ

れ

：英
蘭
銀
行
は
：手
形
業
者
、

働

す

る

再

割

引

を

里

し

，た
。
激
も 

他
廣
&

てJi40

年
代
を
域
じ
て
行
は
れ
た
.株
式
銀
'行
'へ
：の
有
限
實
任
め
旗
則
の
：導

入

、
：

.H

業
の
進
步
ハ
：
.ま

店

銀

行

業

の

，膨

：嗎

：：

通

信
 

.の
改
良
尊
は
第

.1

.に
大
割
，-J
#社
の
：勃
與
を
促
し

(
1

ニ 

'七
M)

第t.1

に
內
國
手
形
の
漸
減

'411,

七• ！：

ま)

.，等
の

：.大

な

る

變

革

を

窗

ら

し
 

た
9

# く
て

：：雨

後

新

原

則

に

.基
：

銀.行
.の
，
活

動

が

，盤
V
有
力
.
な
ネ.1:

方

、.ま
外

交

邊

ゆ

霞

は

そ

れ

と

共

に

外

國

賛

易

手

形

；の 

取
引
わ
盛
大.
ら̂
ぉ
め
今
や.ロ
シ
ド
：

>V

.は：一

の
W
麟
金
融
市
場
：

の
作
用
を
營
む
に
至
：クた

0
:
#め間
、一

®

銀
行

，：,J

市
.̂銀
行

、
ニ
 

七

(4 
七
0

3
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M
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o
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^
o
w
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G
^
w
o
^
d
p
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.

ニ

.八

.ト.

O
,

■'セ
，1
> 

o
v
'
.

:
或

：
ti

割HE ；

業
者
間
の
就
働
も
次
第
に
I

じ
"
手
駭
業
者
：ぺ
の
：再

割

引

も

，

1:

み

九
0
弗
に
復
活
さ
れ
ネ
等
英
蘭
襄
は
翁
中
央
銀
行
：：：：
 

ど
し
て
の
職
能
；を
細
：

ル
. ：T

從
前
の
數
责
的
絲
制
に
代
：タ

V

質
的
栽
制
.が
行
は
れ
、
其

：の
遣
德
的
傻
滅
胜
が
普
週
的
に
認
め
ら
れ
る
に
至

. 

つ
た
チ

以..1.;
が
炎
戰
前
即
ぢ

：1

九一
g

年
寧
の
情
勢
で
あ
る
が
、‘
.誠

：に

著

者

：の

緒

論

ず

る

.如

く「
. ：1

九

'
!
,
®
年

ね
#
て
、：
ロ
シ
ド
ン
は
- 

共
の
組
織
的
な
割
引
市
場
な
ぐ
し
て

は

、
パ正
に
其
の
偉
大
を
を
.？

：る
♦
無
か
ゐ
た
せ
あ
ら巧

""

ビ
§
:
sニ
.
.項)

。
#

^
戰
後
ボ
於
け

る
，： 

割
^
市
場
：の.取
极
對
缴
の.外
國
.賞
息
手
：形
よ
り
大
蔵
省
詣
券
；ベ
の
移
行
は

P

市

場

の

新

力

倚

を

決

定

す

も
；，

の
ぶ
し
す
#

目
を
要
しハ
：ビ 

又
、
お

際

的

：に

1 11"

チ
-
 ̂

3 

1
'
,

ク
ポ
場
と
の
持
抗
も
與
味
あ
：る
問

.題
セ

あ
 ̂

:
.
. 

V 

ニ 

'
.
: 

:: 

 ̂

.
ぢ；、：

一：ベ
：.r 
-
. 

阔
以
上
が
本
書
内
容
の
概
括
サ
あ
さ
が
先
づ
：本
書
は

M

0
如
く
：>
ン
.ポ：
，ル
創
引
®

史
没
扱
ふ
#
に

於

て

嘴

矢

を

爲

す

黏

で

高

く

評

，
 

W
を
れ
ね
ば
な
，ら
；な
い
。
本
*
に
依
0
て
吾
人
は
同W
引
市
場
の.發
展
に
關
し
て
明#
な
る
®

を
適
く
1
得
：る
の
み#
ら
，す

メ

同

市
' 

場
と
：不
可
分
：の
關
聯
，

.に

.

.わ
み
市
中
銀
行
の
發
展
及
び
中
央
銀

It

政
策
ね
完
成
化
等
.忆
，
就

.

.て

も

亦

，ス

り
V
I

等
の
1
2
わ̂
：綜
合
ほ
よ
つ
せ
吾
入
ぱ
ロ
シ
.ド
シ
割
引
市
場0
特
辣
性
あ
誤5
?な
、̂

偉
-
韻̂
'る
の
せ
#
%
0
.
唯

—

の

禅一

の

韻

貴

は
，' 

飘S

會
社
に
比
較
し
て
個
人
的
の
手
形
業
者
を
輕
視
し
た
事
で
あ
る
。
然
る
に
個
人
的
業
者
は
ロ
シ
ド
ン
割
引
市
場
，の
發
展
過
程
に
於 

て
.ホ
勿11

み

媒

想

に
.於
て
も
尙
依
截A
レ
：

H
1:.:€,

重
要
.な

役

當

：

ig

じ
て
ゐ
.る
此

の
#
:は
.普
者¥£:w::̂

丄て
！
？

察

し

：̂
割

引

資： 

社
が
割fS ；

市
場
め
全
資
金
の
約
半
分
を
支
離
す
る

.に

過

ぎ

な

，い
W
實

：に

よ

つ

て

も

漠

書

ぶ

，れ

ス

：

P
‘從
り
：'てH

又

：̂

が

弾

列

を

資

す

：
 

る「

疲
代
的
.割
引
市
場
を
示
す
實

SI

的
な
お
と
じ'て
叙
述
的☆
著

作
J

k於
て
、
，よ
り
兼
避
め

P

展
.の
分S

と
#
に̂

此

：§
智

及や
：： 

爲
さ
れ
'
事

ゲ

望

み

虔

.S

パ
.
：
：
：
. 

，

本
書
：
叉̂
.文
章
ん
平
易
簡
明
で
、.專E

象
：の
：み
な
ら
'ザ1

::

般
讀
者
に
も
理

：
解

し

：
易

い

#

♦

期

す

潜
者
の
#
望
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叙
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